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ITf.（ IMAGINE THE foods’ FUTURE.) 

～ ご 飯 （ ５ 班 ） の 未 来 を 救 え ～  

都市計画演習５班 最終発表 レジュメ 

【班員】河遼斗 兵頭優奈 堀川倖 亀井俊佑 大野隆輔 春名総一郎 古川夏輝 星野茉里 

【担当教員】谷口守 【TA】久米山幹太 

 

1 背景・目的 

1.1 物価について 

最近、物価の上昇を実感する機会が多い。コン

ビニのおにぎりに関しては、この 5 年間で約 50

円も値上がりしている 1)。特に野菜について価格

の上昇が著しく、価格を理由に購入を諦めるこ

とも多いと実感している。実際に食料品の価格

上昇に関して、上昇幅が一番大きいものは卵類

であるが、二番目に生鮮野菜が大きい 2)。そこ

で、我々は「学生が安く野菜を手に入れる」を

本演習の目的として設定し、目的達成の方法に

ついて考えることにした。 

 

1.2 遊休農地について 

目的に向けて、まずは野菜を自分たちで栽培で

きないかと考えた。使える農地について調べて

いくと、遊休農地という農地があることを知っ

た。 

遊休農地とは、農地法において定義されている

用語で、次の（ア）、（イ）に該当するもので

ある 3）。 

（ア）現に耕作の目的に供されておらず、かつ

引き続き耕作の目的に供されないと見込まれる

農地 

（イ）その農業場の利用の程度がその周辺の地

域における農地の利用の程度に比し、著しく劣

っていると認められる農地 

 

令和 4 年度の全国の遊休農地の合計面積は、

89,858ha であり 4）、これは琵琶湖の約 1.5 倍に

相当する。そこで我々は、遊休農地を活用して

安く野菜を手に入れる方法について考察するこ

とにした。 

 

2 ヒアリング結果 

学生による自家栽培システムについて検討するた

め、「つくば市内の遊休農地の実態」について知るべ

く、つくば市役所農業行政課の吉村太希主任へ、「国

内の遊休農地の実態」について知るべく、農林水産

省の新田室⾧へ、「遊休農地の活用法」について知る

べく吉野邦彦先生へヒアリングを行った。さらに、

「みんなの食堂について」知るべく、つくば市版子

ども食堂であるみんなの食堂の一つである竹園土曜

ひろばの毛利正英さんへ、「農業の実態」について知

るべく、伊藤農園の伊藤稔社⾧へヒアリングングを

追加で行った。 

5 名の方にヒアリングを通して分かったこととして、

遊休農地に関しては、つくば市では遊休農地の面積が

増加していることや、遊休農地はごみの不法投棄が発

生したり、資材置き場化したりしてしまうことによっ

て周辺環境へ悪影響を及ぼすこと、その一方で、遊休

農地においては農薬が散布されていないため様々な

種類の野菜をすぐに育てられるなどのメリットもあ

ることが分かった。また、小さな土地からみんなの食

堂へ野菜を提供しても余るほどの野菜が育つことか

ら、農地のもつポテンシャルが高いことが分かった。

さらに、みんなの食堂に関しては、「竹園土曜ひろば」

の場合、スーパーで野菜を購入したり、野菜が余った

りしていることから、野菜の供給量が不安定であるこ

とが分かった。そして、農業に関しては、日々の管理

に加え、担い手が不足していることや、スーパー等へ

の納品基準が厳しいことによる廃棄の多いことなど

が理由で、経営が厳しくなっていること分かり、農業

業界の課題の深刻さが見えた。これらを踏まえて、私
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たちが始めに提示した学生による自家栽培のシステ

ムが実現可能かを考えると、日々の管理の難しさに加

え、農業業界の課題が深刻であるためにシステムの実

現は難しいことが分かった。そこで、人手不足の農家

に対して、学生の労働力を提供するシステムなら実現

可能なのではないかと考えた。学生だけではなく、み

んなの食堂が抱える問題や遊休農地問題にも関わる

システムが良いと考え、農家が管理する遊休農地にお

いて、学生が収穫を手伝い、そこでとれた野菜を学生

自身やみんなの食堂に配布するというシステムを考

える。 

 

3 定量的算出 

3.1 計算 

【与える条件】 

①ｊ…「何人で何秒作業するか」 

 𝑡௝：作業時間（秒） 

𝑝௝：作業人数（人） 

②ｉ…野菜の種類 5） 

ℎ௜  ：1 個あたりの収穫時間（秒） 

 𝑐௜  ：1ha で収穫できる個数（個） 

 

【算出したいもの】(条件 j,i において、) 

(1)𝑁௝௜ =
௧ೕ

௛೔
× 𝑝௝ 

収穫できる野菜の個数（個） 

(2)𝑆௝௜ =
ேೕ೔

௖೔
 

使用農地面積（ha） 
 

この 2 式を用いて大根・人参・ピーマンの 3 つ

の野菜について考えた。 

 

ここでは、本演習履修者の 50 人が 1 ヶ月の

間、週 1 回 1 時間、収穫作業する場合を考え

る。 

このとき、𝑝௝＝50, 𝑡௝=14400 であるので、こ

れらを代入して求めると、収穫できる個数(𝑁௝௜)

と、必要な面積(𝑆௝௜)は以下のようになる。 

 

 個数 

𝑵𝒋𝒊 (個) 

農地面積 

𝑺𝒋𝒊 (ha) 

大根 1 万 8000 0.38 

ニンジン 3 万 6000 0.17 

ピーマン 3 万 6000 0.027 

表 1 𝒑𝒋＝50, 𝒕𝒋=14,400 の場合の𝑵𝒋𝒊, 𝑺𝒋𝒊 

 

3.2 システムの実現可能性 

以上から計算上では、授業関係者（履修者や農家

さんなど）だけでは手に負えないほどの、大量の野

菜が収穫できると分かった。 

 よって、2 で示したシステム概要において、みんな

の食堂や学生全体に野菜を分配することは可能なの

ではないかと考えられる。 

よって、2 において考えた形のシステムの実現可能性

が高いと考えた。 

 

4 システム提案＿授業の実施 

4.1 概要 

3 までの議論を踏まえ、システムとして授業の実施

を提案する。授業システムの概要は図 1 の通りであ

る。 

 

図 1：授業システム概要図 

授業名を「都市の遊休農地問題」として、遊休農

地に関する講義と、図 1 において示した遊休農地の

活用法の実践を行う。 

到達目標として、授業における講義や実地での体

験を通じて、遊休農地問題の現状やその背景を理解

することを掲げる。 

 

この授業は集中授業として実施し、週に 1 回、 

2 コマ分の授業を 5 週間行う。 

(計 10 コマ・1.0 単位) 
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夏季(8~9 月)と秋学期(11~12 月)に、それぞれ別の

集中授業として開講する。 

1 週目は講義とグループワークを行い、2~5 週目に

おいて、実際に収穫作業や配布を行う。 

夏季はピーマン・きゅうり・トマトを、秋学期はに

んじん・大根・キャベツを収穫予定である。 

 

4.2 実現可能性 

4.2.1 学生のインセンティブ 

この授業に学生が参加するインセンティブ

としては、主に家計の足しとなる野菜がも

らえること、授業単位がもらえることが挙

げられる。 

野菜がもらえるだけでなく、他の授業と差

別化できるポイントとしては学類を問わず

参加しやすい授業形態であることと、大学

近辺で農作業でき、移動の負担が少ないこ

と。また、近年農業業界において大きな問

題となっている遊休農地の現状と活用方法

について学べるということが挙げられる。 

 

4.2.2 農家の負担とインセンティブ 

ここで、授業の成立可能性について、農家

にとって「都市と遊休農地問題」に協力す

るうえでの負担と併せて考える。例えば、

ピーマン 1 万 2 千個を育てるのに最低限必

要な面積はおよそ 0.0068ha であり、これは

つくば市内の遊休農地面積 186ha と比べて

そこまで大きな面積ではないと考えられ

る。そのため、一部の協力的な農家がいれ

ば授業を成立させることができると考え

る。 

また、農家の方にも野菜を配布する他、講

師代としての収入が入る、また収穫作業に

おける持続的な労働力が得られるというイ

ンセンティブがある。 

 

5 発展可能性と課題 

遊休農地では、耕作に利用されている農地に比べ、

その土地にかかる固定資産税が高く設定されてい

る。6) 

また、新田室⾧へのヒアリングで分かったこととし

て、都心の近くでは遊休農地にかかる固定資産税が

宅地並みに高く設定されており、金銭面の関係で、

節税のためにしょうが無く、農業を続けられている

方もいると伺うことが出来た。以上の事から、我々

が提案するシステムは、都心近くで、より有効性が

高くなるのではないかと考えている。 

そして、授業システムの課題としては以下の 3 つが

あると考えている。 

1 つ目は、野菜の配布方法の確保である。この課題に

対しては、大学内に配布スペースを設置すること

や、研究室への配布を行うことで確保出来ればと考

えている。 

2 つ目は、農業をする上で、天候や野菜の個体差など

の不確実性である。これに関しては実地での調査を

行う必要があると考えている。 

3 つ目は、授業に協力して頂く、農家の動機の確保で

ある。この課題に対しては、農家の方にとって、な

にが動機となりえるのかの調査を行う必要があると

考えている。 

社会全体の課題としては、現在農地として利用しな

くなった土地に関して以下の 3 つの定義で分類がな

されている。7～9）1.今回我々の班で取り上げた遊休農

地。2.農業委員会が見て判断を行い、作物の栽培が客

観的に不可能な土地と定義されている、荒廃農地。3.

農家の方が農林業経営体調査の自己申告にて、今後

数年作付けの意思が無い土地と定義されている、耕

作放棄地である。 

この演習で調査をしていく上で、この定義に正確な

数値が少なく、参照する資料によって定義に揺れが

あることや、国や県によって調査をする対象が、上

記の 3 つの中で違うことで、問題の現状の把握や、

解決策の提案が難しくなっているという課題が見え

てきた。 

 

6 まとめ 

現在社会全体で、物価の上昇、特に生鮮野菜の価格

が上昇している。また、ヒアリングの調査によっ

て、農業の課題の深刻さや、遊休農地の現状、問題

等がみえてきた。 

そこで、我々の班は、目的として掲げた「学生が野

菜を安く手に入れる」ということを達成する方法と
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して、持続的な労働力を得ることができる学生のポ

テンシャルと、多くの野菜を取ることが出来るとい

う農地のポテンシャルを活かした、遊休農地を活用

した、授業としての遊休農地活用のシステムを提案

した。このシステムによって、「学生が野菜を安く手

に入れる」という目的の達成に加え、遊休農地を有

効活用することのほか、先述の子ども食堂へ野菜を

安定供給することという、3 つの要素を達成できるの

ではないかと考えている。 

この提案は、現在日本全体で社会問題となっている

遊休農地の問題、学生の生活苦に対しての 1 つの解

決策となるではないだろうか。 
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